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自
治
退
会
員
・
ご
家
族
の
皆
さ

ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
昨
年
は
東
日

本
大
震
災
と
相
次
ぐ
洪
水
な
ど
の

自
然
災
害
、
東
電
・
福
島
原
発
事

故
に
よ
る
大
変
な
試
練
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
全
国
民

の
力
を
結
集
し
て
収
束
と
復
興
を

図
り
、
安
全
で
安
心
な
生
活
が
送

れ
る
地
域
づ
く
り
に
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
は
、
原
発
の
危

険
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
脱

原
発
・
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
確
立

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。２

０
１
２
年
は
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
こ
う
し
た
課
題
を
共
有
し
な

が
ら
、
希
望
の
持
て
る
前
進
の
年

に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。歴

史
的
政
権
交
代
か
ら
２
年
４

ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
鳩
山
・
菅
・
野
田
内
閣
と

三
代
の
内
閣
が
交
代
し
て
き
ま
し

た
。民

主
党
野
田
政
権
に
は
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
の
覚
悟
で
『
国
民
生
活

第
一
』
を
基
本
に
し
っ
か
り
と
し

た
政
権
運
営
と
国
民
目
線
に
た
っ

た
政
策
展
開
を
強
く
求
め
ま
す
。

昨
年
４
月
の
自
治
体
選
挙
は
、

大
震
災
に
よ
る
岩
手
・
宮
城
・
福

島
三
県
の
延
期
と
自
粛
ム
ー
ド
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
労
組

織
内
候
補
は
地
域
の
仲
間
の
踏
ん

張
り
で
一
定
の
成
果
を
出
し
ま
し

た
が
、
民
主
党
全
体
と
し
て
は
勝

利
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。私

た
ち
は
、『
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
』
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ

の
主
張
を
明
確
に
し
、
特
に
、
生

活
の
基
盤
で
あ
る
年
金
・
医
療
・

介
護
・
税
制
に
つ
い
て
社
会
的
公

正
に
基
づ
き
制
度
の
充
実
・
安
定

を
図
る
た
め
、
責
任
あ
る
取
り
組

み
を
強
め
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
課
題
は
自
治
労
・
退
職
者
連

合
・
地
公
退
と
も
連
携
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
治
退
は
、
こ
う
し
た
要
求
課

題
と
運
動
を
通
し
て
野
田
政
権
を

支
え
て
い
き
ま
す
。

自
治
退
は
昨
年
１１
月
１０
日
に
第

４０
回
総
会
を
開
催
し
、
政
策
課
題

の
要
求
と
、
結
成
４０
周
年
を
迎
え

る
今
年
２５
万
人
自
治
退
組
織
化
の

実
現
、
安
心
総
合
共
済
を
は
じ
め

と
す
る
保
険
事
業
の
強
化
拡
大
の

方
針
を
確
認
し
、
自
治
労
の
協
力

の
も
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
要
求
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
組
織
の
基
盤
を
固
め
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
年
を

組
織
強
化
拡
大
の
集
中
年
と
し
て

各
地
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ

う
。２

０
１
３
年
は
第
２３
回
参
議
院

選
挙
の
年
に
な
り
ま
す
、
自
治
労

と
連
携
し
勝
利
に
向
け
た
準
備
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４０
周
年
に
相
応
し
い
自
治
退
運

動
を
す
す
め
、
今
年
を
充
実
し
た

一
年
に
で
き
ま
す
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

退
職
者
会
の
み
な
さ
ま
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
１０
カ
月
、
新
た
な
年
を
迎

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
も
な
お

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

方
々
や
、
我
が
家
を
失
い
仮
設
住

宅
な
ど
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
に
、
思
い
を
馳
せ

な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
全
国

の
退
職
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
カ

ン
パ
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
紙

面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
あ
の
大
震
災
に
よ
り
、
ふ

た
つ
の
大
切
な
こ
と
を
確
信
い
た

し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

重
要
性
で
す
。
広
い
範
囲
に
わ
た

る
大
規
模
災
害
に
よ
り
、
役
場
そ

の
も
の
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
、
自

治
体
そ
の
も
の
の
機
能
が
損
な
わ

れ
る
と
い
う
事
態
が
起
き
ま
し

た
。
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ

て
国
民
の
不
満
を
解
消
し
、
人
員

削
減
や
非
正
規
化
に
よ
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
を
進
め
て
き

た
弊
害
が
、
奇
し
く
も
大
震
災
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
住
民
、
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で

あ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
ど
れ
ほ
ど

密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
私

た
ち
が
果
敢
に
取
り
組
ん
で
き
た

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
生

こ
そ
が
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、自
治
労
の「
底

力
」
で
す
。
５
億
円
を
超
え
る
カ

ン
パ
、
日
数
延
べ
２
万
１
千
人
を

超
え
る
復
興
支
援
活
動
な
ど
、
被

災
地
で
自
身
を
顧
み
ず
働
く
仲
間

の
力
に
な
ろ
う
と
、
全
国
の
自
治

労
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。
全

国
に
仲
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
こ

そ
、
自
治
労
の
強
み
で
あ
り
、
何

よ
り
の
支
え
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
に
か
か
る
復
旧

も
含
め
、
復
興
・
再
生
へ
の
道
の

り
は
ま
だ
ま
だ
先
の
長
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
地
域
で
の
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
と
り
も
ど
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
回
復
す
る
た
め

に
は
、
先
輩
方
が
長
年
培
っ
て
こ

ら
れ
た
知
識
と
経
験
を
無
く
し
て

は
成
し
得
ま
せ
ん
。

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
持
続
可

能
な
日
本
社
会
の
創
造
に
な
し
と

げ
る
た
め
に
も
、「
ひ
と
り
ひ
と
り

の
力
」
を
結
集
し
、
現
退
一
致
で

こ
の
試
練
の
時
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。な

お
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
も

皆
様
に
と
り
ま
し
て
よ
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

巨
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
出
発
の
年

４０
周
年
・
２５
万
人
組
織
拡
大
を
実
現
し
よ
う

ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
を
結
集
し
、

こ
の
試
練
の
時
を
乗
り
越
え
よ
う
！

ふく だ とし ひさ

福田利久 自治退
会 長

とく なが ひで あき

自治労
委員長徳永秀昭

今年も元気にいきましょう

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

福
田

利
久
（
自
治
労
横
浜

市
従
退
職
者
会

）

副
会
長

橋
口
甚
之
輔
（
福

岡

県

庁

退
職
者
協
議
会

）

副
会
長

吉
沢

弘
久
（
自
治
労
六
番
町

退

職

者

会

）

事
務
局
長

川
端

邦
彦
（
東
京
・
福
祉
保

健
局
退
職
者
会

）

会

計

金
井

洪
司
（
東
京
都
自
治
体

合
同
退
職
者
会

）

事
務
局

次

長

黒
崎

和
夫
（
東
京
都
自
治
体

合
同
退
職
者
会

）

理

事

樋
口

透
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

理

事

松
本

清
次
（
青

森

県

庁

退
職
者
の
会

）

理

事

藤
田

生
兵
（
新

潟

県

退
職
者
の
会

）

理

事

中
田

英
雄
（
さ
い
た
ま
市

退

職

者

会

）

理

事

山
田

博
由
（
栃
木
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

福
島

恒
男
（
東
京
・
新
宿
区

退

職

者

会

）

理

事

吉
池

次
弘
（
長

野

県

親

友

会

）

理

事

平
松

一
美
（
三

重

県

友

の

会

）

理

事

羽
室

武
（
京
都
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

本
多
ア
サ
ヱ
（
奈
良
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

黒
田

征
宣
（
兵
庫
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

石
井

卓
郎
（
尾
道
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

山
端

政
雄
（
香
川
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

佐
藤

晴
男
（
大
分
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

真
子

輝
雄
（
小
城
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

森
崎

晴
志
（
鹿
児
島
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

（
退
職
者
連
合
）

木
村

寛
（
東
京
都
主
税
局

退

職

者

会

）

理

事

（
退
職
者
連
合
）

鈴
木

孝
子
（
東
京
・
町
田
市

退

職

者

会

）

会
計
監
査

藤
田

惣
一（
全

道

庁

退

職

者

会

）

会
計
監
査

水
上

義
博（
大
阪
市
職
員

退

職

者

会

）

自治労中央機関紙
発 行 所

全日本自治団体労働組合
東京都千代田区六番町１
TEL ０３－３２６３－０２７３
FAX ０３－５２１０－７４２２
定価一部３０円１年間９００円

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（ふくだ としひさ）１９３４年生
まれ。５２年横浜市役所に入職。自
治労横浜市従副委員長、神奈川
県本部書記長・副委員長を歴任。
長洲一二と県民の会、飛鳥田一
雄と市民の会の事務局長など地
域活動。全日本自治体退職者会
副会長を経て１０年会長に就任。

（とくなが ひであき）１９５１年
１２月１５日生まれ。１９７０年大阪市
役所入職。西成区役所支部支部
長、大阪市職員労働組合副執行
委員長、大阪府本部副執行委員
長を歴任し、２００７年９月に自治
労本部書記次長。２００９年９月本
部中央執行委員長に就任。同年
１０月連合会長代行就任。

退職者会版
問い合わせは

退職者会
本 部

０３－３２６２－５５４６

●http://www.jichiro.gr.jp/・・・・２０１２年１月５日 ［旬刊（１の日発行）・１９５４年４月１７日第三種郵便物認可］号外（１）
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書書書
ききき
損損損
じじじ
ハハハ
ガガガ
キキキ
収収収
集集集
ににに
ごごご
協協協
力力力
ををを

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン

議案１

議案２議案３

議案４

１２

年

度

運
動
方
針

第
１
号
議
案
「
１２
年
度
運
動
方

針
（
案
）」
を
吉
沢
副
会
長
か
ら

提
案
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
、
福
島
原
発
事
故
の
収
束
に
向

け
て
「
国
民
生
活
が
第
一
」
を
原

点
と
し
た
政
府
・
与
党
の
努
力
を

求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
脱
原

発
、
地
域
分
散
型
の
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
普
及
を
め

ざ
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
な

ど
を
基
本
目
標
と
し
な
が
ら
、
①

年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会

保
障
の
充
実
、
所
得
の
再
分
配
機

能
を
果
た
す
税
制
を
め
ざ
し
、
政

府
・
国
会
・
自
治
体
に
働
き
か
け

て
い
く
、
②
普
天
間
基
地
の
撤

去
、
県
内
代
替
施
設
の
建
設
反

対
、
国
民
の
権
利
を
無
視
し
た
日

米
地
位
協
定
の
改
定
な
ど
、
平
和

と
民
主
主
義
・
人
権
を
守
る
取
組

み
を
進
め
る
、
③
全
原
発
の
徹
底

し
た
検
証
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

抜
本
的
転
換
、
原
発
の
廃
止
に
向

け
た
運
動
を
進
め
る
、
④
１３
年
参

議
院
選
挙
に
向
け
て
、
現
退
一
致

の
原
則
の
下
に
自
治
労
と
と
も
に

準
備
を
進
め
る
、
⑤
１２
年
８
月
ま

で
に
２５
万
自
治
退
を
建
設
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
自
治
労
と
協
力

し
、
新
会
員
の
獲
得
、
新
退
職
者

会
の
結
成
に
努
め
る
、
⑥
会
員
の

福
利
厚
生
に
寄
与
す
る
自
治
退
の

保
険
事
業
を
推
進
す
る
、
⑦
１２
年

の
地
域
学
習
会
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
・
脱
原
発
」「
組
織
拡

大
・
保
険
事
業
の
推
進
」
を
テ
ー

マ
に
、
７
地
域
で
開
催
す
る
、
⑧

年
金
受
取
口
座
設
定
な
ど
、
労
金

の
活
用
を
進
め
る
、
な
ど
を
課
題

と
す
る
運
動
の
重
点
目
標
を
提
案

し
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
代
議
員
か

ら
、
①
大
阪
知
事
選
・
市
長
選
の

勝
利
に
向
け
た
協
力
要
請
、
②
退

職
予
定
者
の
学
習
会
な
ど
、
運
動

方
針
を
具
体
化
す
る
組
織
拡
大
の

取
組
み
、
③
具
体
的
目
標
を
掲
げ

て
の
安
心
総
合
共
済
拡
大
、
④
単

会
新
規
結
成
助
成
の
取
扱
い
、
⑤

代
議
員
数
・
特
別
代
議
員
招
請
範

囲
、
な
ど
の
補
強
的
な
質
疑
、
意

見
を
受
け
、
満
場
の
拍
手
で
原
案

ど
お
り
決
定
し
た
。

規

約

の

一
部
改
正

第
２
号
議
案
「
規
約
の
一
部
改

正
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
黒
崎

事
務
局
次
長
か
ら
、
①
目
的
条
項

の
改
正
、
②
相
談
役
の
新
設
、
③

委
員
会
設
置
条
項
の
新
設
、
④
総

会
代
議
員
数
算
定
基
準
の
改
正
、

を
提
案
し
、
代
議
員
か
ら
補
強
的

な
意
見
を
受
け
た
後
、
満
場
の
拍

手
で
決
定
し
た
。

１２
年
度
予
算

第
３
号
議
案
「
１２
年
度
予
算

（
案
）」
は
、
金
井
会
計
か
ら
、

①
一
般
会
計
、
②
非
常
事
態
積
立

金
特
別
会
計
、
③
役
職
員
退
職
慰

労
金
特
別
会
計
、
の
３
会
計
予
算

を
提
案
し
、
満
場
の
拍
手
で
決
定

し
た
。

次
期
総
会

大
阪
市
で

自
治
退
結
成
４０
周
年
の
節
目
と

な
る
次
期
第
４１
回
定
期
総
会
は
、

１２
年
１１
月
１５
日
、
第
１
回
総
会
の

開
催
地
で
あ
る
大
阪
市
で
の
開
催

を
決
定
し
た
。

特
別
決
議

九
州
地
連
か
ら
「
日
米
地
位
協

定
の
早
期
改
定
と
米
軍
普
天
間
基

地
の
閉
鎖
・
県
内
移
設
に
反
対
す

る
決
議
（
案
）」
を
提
出
し
、
満

場
の
拍
手
で
採
択
し
た
。

退
任
役
員
に

感
謝
状
を
贈
呈

今
総
会
で
退
任
し
た
役
員
２
人

に
、
福
田
会
長
か
ら
、
そ
の
活
動

を
た
た
え
、
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

退
任
役
員
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

退
任
役
員
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
。

▽
理

事

箕
浦

善
夫
（
東
海
・
愛
知
）

蓮
尾

仲
次
（
九
州
・
熊
本
）

１１
年
度
経
過
報
告

・
会

計

報

告

川
端
事
務
局
長
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
の

被
災
者
支
援
の
取
組
み
報
告
の

後
、
こ
の
１
年
間
に
７
単
会
、
会

員
数
３
８
２
０
人
の
純
増
が
あ

り
、
１１
年
９
月
現
在
、
４
３
４
単

会
（
新
規
加
盟
単
会
は
別
掲
）、２３

万
４
６
１
０
人
が
結
集
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。
引
き
つ
づ

き
、
１１
年
度
の
主
な
活
動
経
過
を

報
告
し
た
。

次
い
で
、
金
井
会
計
か
ら
１１
年

度
の
決
算
報
告
（
一
般
会
計
、
２

特
別
会
計
）、藤
田
会
計
監
査
か
ら

会
計
監
査
報
告
を
行
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
代

表
し
て
宮
城
県
本
部
選
出
の
代
議

員
か
ら
、
県
本
部
に
結
集
す
る
単

会
だ
け
で
、
死
亡
・
行
方
不
明
２１

人
、
家
屋
の
損
害
５
５
６
世
帯
に

お
よ
ぶ
被
災
状
況
の
報
告
と
、
自

治
労
・
自
治
退
の
支
援
に
対
す
る

お
礼
の
発
言
が
あ
っ
た
。

報
告
事
項
は
、
満
場
の
拍
手
で

承
認
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

総
力
あ
げ
２５
万
自
治
退
建
設

自
治
退
は
、
１１
年
１１
月
１０
日
、
愛
知
県
豊
橋
市
・
ホ
テ
ル
日
航

豊
橋
で
、
第
４０
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。
全
国
か
ら
代
議
員
、
傍

聴
者
な
ど
、
約
５
０
０
人
が
出
席
し
た
。
総
会
で
は
、
は
じ
め
に
、

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
、
出
席
者
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
。
議
長
団
に
は
平
松
（
三
重
）
、
田
中
（
兵
庫
）
両
代
議
員
を

選
出
し
、
澤
田
自
治
労
副
委
員
長
、
阿
部
退
職
者
連
合
会
長
、
友

利
自
治
労
共
済
副
理
事
長
他
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
経

過
報
告
、
会
計
報
告
を
承
認
し
た
後
、
議
事
に
入
り
、
運
動
方
針
、

予
算
な
ど
４
議
案
を
決
定
し
、
特
別
決
議
、
総
会
宣
言
を
採
択
し

て
閉
会
し
た
。

自
治
体
退
職
者
会
第
４０
回
定
期
総
会
開
く
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進
む
検
討

政
府
は
２
０
１
０
年
１０
月
か
ら

政
府
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本

部
、
有
識
者
検
討
会
な
ど
の
場
で

議
論
を
進
め
２
０
１
１
年
６
月
に

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
を

ま
と
め
閣
議
に
報
告
し
た
。

優
先
課
題
と
し
て
①
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
、
若
者
雇
用
対
策
②

医
療
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
改
革

③
年
金
改
革
④
貧
困
・
格
差
、
低

所
得
者
対
策
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ

ら
を
実
現
す
る
た
め
に
２
０
１
０

年
代
半
ば
ま
で
に
消
費
税
を
１０
％

ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
た
。

各
領
域
の
検
討
項
目
は
関
係
審

議
会
の
審
議
・
与
党
調
整
を
経

て
、
１１
年
中
に
ま
と
め
た
事
項
を

２
０
１
２
年
の
通
常
国
会
に
法
案

提
出
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
個
別
に
検
討
項
目
を

吟
味
す
る
と
制
度
論
と
し
て
適
切

で
な
い
事
項
や
過
去
の
約
束
を
無

視
す
る
事
項
な
ど
、
賛
成
で
き
な

い
提
起
も
あ
る
。制
度
改
革
・
予
算

決
定
過
程
に
対
し
て
退
職
者
会
か

ら
の
意
見
反
映
が
不
可
欠
で
あ
る
。

財
源
に
つ
い
て

積
極
的
社
会
保
障
は
人
権
の
基

盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
健
全
な
経

済
成
長
を
実
現
す
る
政
策
で
あ

る
。
自
明
の
こ
と
な
が
ら
社
会
的

再
分
配
で
あ
る
社
会
保
障
給
付
は

そ
れ
を
裏
付
け
る
財
源
確
保
と
一

体
で
あ
り
、
財
源
は
、
保
険
料
・

積
立
金
運
用
・
税
の
組
み
合
わ
せ

で
確
保
さ
れ
る
。

し
か
し
、
人
気
取
り
の
た
め
財

源
計
画
を
無
視
し
た
給
付
拡
大
を

主
張
し
た
り
、
逆
に
企
業
利
益
を

代
弁
す
る
立
場
で
財
源
負
担
を
否

定
し
て
給
付
抑
制
を
主
張
す
る
政

治
家
や
メ
デ
ィ
ア
が
論
議
を
ゆ
が

め
て
き
た
。
市
民
・
政
府
が
冷
静

な
政
策
論
議
を
深
め
て
、
適
切
な

給
付
と
必
要
な
負
担
に
つ
い
て
合

意
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

今
次
一
体
改
革
は
、
小
泉
時
代

に
荒
廃
さ
せ
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
・

給
付
の
回
復
改
善
計
画
を
た
て
、

責
任
を
持
っ
て
給
付
に
要
す
る
財

源
を
整
え
よ
う
と
す
る
点
で
は
正

し
い
道
筋
に
近
付
い
た
と
い
え
る

が
、
医
療
・
介
護
を
含
む
社
会
保

障
給
付
の
規
模
を
考
慮
す
る
と
消

費
税
の
５
％
引
き
上
げ
を
含
む
財

源
確
保
策
は
極
め
て
不
十
分
な
水

準
で
あ
る
。
速
や
か
に
給
付
と
所

要
財
源
の
全
体
像
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。年

金
に
つ
い
て

年
金
に
つ
い
て
は
①
「
全
国
民

が
加
入
す
る
所
得
比
例
年
金
」「
税

を
財
源
と
す
る
最
低
保
障
年
金
」

と
い
う「
新
し
い
年
金
制
度
の
創

設
」と
、②「
現
行
制
度
の
改
善
」が

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
①
に
つ
い

て
は
、
新
年
金
の
保
険
料
負
担
の

合
意
を
得
る
見
通
し
が
な
い
、
長

期
に
わ
た
る
移
行
期
間
を
要
す
る
、

税
に
よ
る
年
金
給
付
は
企
業
負
担

の
家
計
へ
の
転
嫁
に
な
る
な
ど
制

度
の
あ
り
方
と
し
て
疑
問
が
あ
る

う
え
実
現
可
能
性
を
欠
く
た
め
、

速
や
か
に
断
念
す
べ
き
で
あ
る
。

②
の
現
行
制
度
改
善
と
し
て
検
討

さ
れ
て
い
る
項
目
は
、「
ア
�
高
所

得
者
の
年
金
給
付
見
直
し
」「
イ
�

在
職
老
齢
年
金
の
見
直
し
」「
ウ
�

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
見
直

し
」「
エ
�
最
低
保
障
機
能
の
強

化
」「
オ
�
第
３
号
被
保
険
者
制
度

の
見
直
し
」「
カ
�
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
」「
キ
�
短
時
間
労
働

者
へ
の
厚
生
年
金
適
用
拡
大
」「
ク

�
被
用
者
年
金
の
一
元
化
」
な
ど

が
あ
る
。
自
治
退
は
退
職
者
連
合

と
と
も
に
こ
れ
ら
を
検
討
し
、
次

の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

＊

イ
、
キ
、
ク
に
つ
い
て
は
関

係
者
の
合
意
を
得
つ
つ
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。

＊

ア
の
「
基
礎
年
金
の
税
負
担

分
（
１
／
２
）
に
つ
い
て
、
年

収
１
０
０
０
万
以
上
か
ら
減
額

を
開
始
し
１
５
０
０
万
以
上
は

全
額
減
」
と
い
う
案
は
受
給
者

と
し
て
歓
迎
し
な
い
が
、
所
得

に
応
じ
た
基
礎
年
金
の
税
負
担

分
減
額
は
ひ
と
つ
の
手
法
と
し

て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
も

う
ひ
と
つ
の
「
所
得
税
の
公
的

年
金
控
除
の
縮
減
」
は
、
控
除

の
復
元
と
い
う
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
履
行
せ
ず
さ
ら
に
課
税
を
強

化
し
よ
う
す
る
も
の
で
、
断
じ

て
容
認
で
き
な
い
。

＊
ウ
の
「
デ
フ
レ
経
済
下
で
は
名

目
年
金
額
の
引
き
下
げ
（
ス
ラ

イ
ド
率
０
・
９
％
）
を
可
能
に

す
る
」
と
い
う
案
は
認
め
ら
れ

な
い
。
少
な
く
と
も
名
目
年
金

額
を
守
る
現
行
制
度
を
維
持
す

る
べ
き
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

の
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
水
準

の
解
消＝

物
価
下
落
を
年
金
額

に
反
映
さ
せ
て
こ
な
か
っ
た
特

例
（
累
積
２
・
５
％
）
を
３
年

間
で
解
消
」
に
つ
い
て
は
、
本

来
水
準
と
実
水
準
の
差
が
長
期

に
存
続
す
る
こ
と
は
不
自
然
だ

が
、
受
給
者
が
制
度
改
定
と
一

体
の
経
過
措
置
と
し
て
受
け
容

れ
た
特
例
水
準
の
経
過
を
尊
重

す
べ
き
で
あ
る
。

＊
エ
の
「
低
所
得
者
へ
の
加
算
措

置
の
導
入
」
と
「
受
給
資
格
期

間
の
短
縮
」
と
い
う
案
は
い
ず

れ
も
給
付
の
改
善
と
し
て
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
の
あ
り

方
か
ら
は
問
題
が
あ
る
。
低
所

得
者
加
算
は
防
貧
制
度
と
し
て

の
年
金
保
険
に
、
救
貧
の
扶
助

機
能
を
持
た
せ
る
も
の
で
無
理

が
あ
る
。

受
給
資
格
の
短
縮
は
、
短
期
間

加
入
で
生
活
に
資
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
額
の
低
年
金
者
を
大

量
に
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。

強
制
加
入
の
公
的
皆
年
金
制
度

を
と
っ
て
い
る
わ
が
国
で
は
資

格
期
間
を
維
持
し
て
、
意
味
の

あ
る
年
金
額
を
め
ざ
す
べ
き
で

あ
る
。

医
療
・
介
護
に
つ
い
て

２
０
１
２
年
に
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
が
同
時
改
定
さ
れ
る
の
で

一
体
改
革
は
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
議

論
が
進
行
し
て
い
る
。

＊
「
高
齢
者
医
療
制
度
」
は
一
昨

年
の
改
革
会
議
の
ま
と
め
に
そ

っ
て
、
速
や
か
に
法
改
正
す
べ

き
で
あ
る
。

＊
「
診
療
報
酬
改
定
」
に
当
た
っ

て
は
、
救
急
・
周
産
期
・
小
児

科
医
療
を
は
じ
め
と
し
て
医
療

崩
壊
に
進
ま
ぬ
よ
う
総
額
の
増

が
必
要
で
あ
る
。

＊
「
高
額
療
養
費
の
負
担
抑
制
」

は
歓
迎
す
る
が
そ
の
見
返
り
と

し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
「
受
診

時
定
額
（
１
０
０
円
）
負
担
」

は
過
去
の
政
府
約
束
へ
の
違
約

で
あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
受
診

抑
制
策
で
あ
る
。

＊
２
０
１
１
年
度
ま
で
の
予
算
措

置
で
実
施
さ
れ
て
き
た
「
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
交
付
金
」
は

労
働
者
に
確
実
に
届
く
形
で
引

き
続
き
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

＊
「
生
活
援
助
」
は
一
昨
年
の
審

議
会
で
充
実
回
復
の
意
見
と
切

り
捨
て
意
見
が
対
立
し
た
が
、

１１
年
改
正
で
は
相
打
ち
で
小
幅

改
正
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
体
改

革
論
議
の
中
で
遺
恨
試
合
が
再

開
さ
れ
た
が
介
護
の
社
会
化
理

念
に
立
ち
戻
っ
て
、
自
己
責
任

論
を
斥
け
る
べ
き
で
あ
る
。

＊
「
１
号
保
険
料
の
低
所
得
者
保

険
料
軽
減
強
化
」「
２
号
被
保
険

者
に
よ
る
介
護
納
付
金
の
総
報

酬
割
」
は
応
能
負
担
の
原
則
か

ら
歓
迎
す
る
。

＊
昨
年
私
た
ち
が
反
対
し
た
「
高

所
得
者
・
軽
度
者
２
割
自
己
負

担
」「
ケ
ア
マ
ネ
支
援
自
己
負
担

１
割
導
入
」「
低
所
得
者
補
足
給

付
の
要
件
強
化
」「
多
床
室
利
用

者
室
料
負
担
」
に
は
引
き
続
き

反
対
す
る
。

昨
年
度
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
自
転
車
、
ラ
オ
ス
に
防

寒
着
・
文
房
具
、
ベ
ト
ナ
ム
に
リ
ハ
ビ
リ
機
器
を

寄
贈

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
４

日
本
染
色
会
館
内

０
３－

３
２
６
３－

０
３
３
７

第
４０
回
定
期
総
会
は
、
内
外

の
情
勢
が
、
大
変
、
厳
し
い
な

か
で
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

３
月
に
は
、
観
測
史
上
、
前

例
の
な
い
大
震
災
・

大
津
波
、
さ
ら
に
福

島
第
一
原
発
の
爆
発

に
遭
遇
し
た
。
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
、
収
束
に
向
け
て
、

自
治
労
と
一
体
と
な
っ
て
、取

り
組
ん
で
い
く
。

福
島
原
発
事
故
は
、
人
類
と

原
発
が
共
存
で
き
な
い
こ
と

を
、
明
瞭
に
示
し
た
。
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
と
い
う
立
場

に
立
ち
、
脱
原
発
に
向
け
て
、

運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

４
月
の
統
一
自
治
体
選
挙

は
、
総
体
と
し
て
、
民
主
党
が

後
退
す
る
と
い
う
結
果
に
終
わ

っ
た
。
ま
た
、
地
域
政
党
の
進

出
と
い
う
、
新
し
い
事
態
も
起

こ
っ
て
い
る
。

地
域
で
、
日
常
的
な
運
動
を

通
じ
て
、
選
挙
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
１３

年
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

取
組
み
を
強
め
て
い
く
。

政
権
交
代
か

ら
３
代
目
と
な

る
野
田
内
閣
が

９
月
に
誕
生
し
た
。
民
主
党
は

が
け
っ
ぷ
ち
に
き
て
い
る
、
と

も
い
え
る
。
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

の
覚
悟
で
「
国
民
生
活
が
第

一
」
を
政
策
の
基
本
に
す
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野
田
首
相
は
、
議
論
が
百
出

す
る
な
か
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ

の
参
加
を
表
明
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
内
包

し
て
い
る
。
情
報
を
収
集
し
、

市
民
の
目
線
で
分
析
し
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
も
の
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
、
は
っ
き
り
と

表
明
で
き
る
よ
う
、
議
論
を
進

め
て
い
き
た
い
。

自
治
退
は
、
結
成
４０
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
。
１２
年
の

第
４１
回
定
期
総
会
ま
で
に
、
２５

万
自
治
退
を
建
設
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
運
動
を
進
め
て
き

た
。
目
標
達
成
に
向
け
て
、
自

治
労
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
組

織
拡
大
へ
の
取
組
み
を
強
化
し

て
い
こ
う
。

ま
た
、
安
心
生
命
共
済
を
は

じ
め
と
す
る
保
険
事
業
は
、
自

治
退
の
運
動
の
、
大
き
な
柱
で

あ
る
。
会
員
の
福
利
厚
生
の
向

上
、
さ
ら
に
は
、
組
織
運
営
上

の
財
政
基
盤
の
確
立
に
直
結
し

て
い
る
。
改
め
て
、
加
入
拡
大

の
取
組
み
を
強
化
し
よ
う
。

最
後
に
、
自
治
退
結
成
４０
周

年
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る

運
動
方
針
を
確
立
し
、
着
実
に

実
行
し
て
い
く
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
、
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

福福
田田
会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
立
場
貫
く

釜石市“夢をあきらめない”取組

はじめに

釜石市グリーンツーリズムとして活躍している海のお母さんと山のお母さんたちが

食でおもてなしをしたいと震災が起こる前に「おばあちゃんの山のカフェ」の夢を抱

いてきた。それが震災で夢も実現不可能となっていたが、それでも残った強い絆で困

難を乗り越えて夢を叶える話である。そんな“夢をあきらめない”釜石市のお母さん

たちの話を聞こうと大牟田市役所退職者の会と現職とまちづくりグループとの協働で

学習会を開催した。これまでも、退職者の会としては地域コミュニティづくりの勉強

会等を開催し、現退一致の取り組みを強化してきた。その一連の学習会としての取り

組みである。

釜石市から六名のお母さんが大牟田にきてくれた。話は、被災者の生の声で参加者

全員が涙を拭き拭き話しに聞きいっていた。被災現状は、マスコミ等が知らせるもの

とは違って、私たちの想像をはるかに超えた被災状況であった。そのことを詳しく説

明する紙面もないので、今回は、大牟田市役所退職者の会が釜石市のお母さんたちを

お招きしたことの意味を紹介したい。

被災地の住民と役場

被災から三日後に自衛隊が来た。その時の気持は三日も経ってからしか来れなかっ

たのか？との憤りがあったのは事実で、いま思うと本当に失礼であったと思う。今は、

自衛隊と警察には感謝の一言である。というのは、被災した住民も数日間は寝ないで

被災者のため炊き出しなど住民同士の助け合いが続いた。時間が経つにつれて、被災

者の数が増え支援活動は広範囲になってきた。自分の家の米では足りなくなり、隣近

所に残っている米をお願いし、少しずつ集めては炊き出し（プロパンガス）をしてお

にぎりを歩いて配った。

そんなギリギリの災害活動をしてきたから、行政を頼りにしてる暇はない、という

よりも頼れるだけの状況ではないということである。これは批判めいたものではな

く、被災して初めて分かったことで、反省を込めての話である。

被災時は、まず役場そのものが地震と津波によって流されて壊れているか、役場と

しての機能を持ち合わせていないということである。それに、被災時から必死に取り

組んできたのは、被災情報の確認と被災者の安否確認、それからは、被災者からの問

い合わせ等に時間を割かれ、救援物資等に関してはNPO等に頼るしかなく、そのた

めの調整役などに追われていた、という現実が被災者のもとに行けなかった理由でも

ある。

災害にもめげず“夢をあきらめない”精神に学ぶ

災害前から夢を抱いていた“おばあさんの山のカフェ”は、災害によって諦めかけ

たが被災者の支援のために米の炊き出しや救援物資のお世話をしていると、自然とこ

んな取組を通して地域のために何かしていきたい、それが“夢をあきらめない”とい

う気持ちを生じさせた。この“夢をあきらめない”という行動が、必ず災害復興の一

助になる。そのために、被災者のための“山のカフェ”を拠点とした活動は大事であ

る。

そんな釜石市の女性グループの話を聞くにつれ、災害復興支援というものの在り方

を考え直さないと、本当に被災者たちの活動を支えることにはならないと思えたから

である。今までのように通り一遍の支援金を募る、ということも必要なのかもしれな

いが、被災地では“山のカフェ”を運営するお母さんたちのように具体的な活動を展

開している人たちが居て、その人たちのために直接的な支援が必要なのではないか。

また、行政主導によって災害時の避難訓練等が取組まれているが、このやり方にも

一石を投じる内容であった。災害時の初期活動は、やはり地域住民による助け合いが

重要であることを学んだ。それは、地域コミュニティづくりを通した災害時の地域活

動にもつながる。避難所に向かう、避難所を確保する以前の災害救助活動について、

地域コミュニティづくりを通して住民自らが再検討していく必要がある。今回の気付

きは、行政としての初期における災害対応には限界がある。特に、初期段階では住民

同士の助け合いに頼るしかない。とすれば、そのためのコミュニティづくりが不可欠

である。

自治退職職者会の運動方針にコミュニティづくり運動・自治研活動と連携、市民と

行政との協働による市民自治組織づくりの必要性が謳われている。退職者の会も、ま

ちづくりグループと協働して“山のカフェ”の活動に対する支援と災害時における住

民同士の協働による災害に強い地域づくりに取り組んでいきたい。そのことは、退職

者の会員にも会報等を通して周知していきたいし、現退一致による地域自治研活動を

目指すことの大事さを学んだ。

大牟田市役所退職者の会 吉田廸夫

１１年度新規加盟単会
１１年度中に、９単会（会員数

４８３人）が新たに自治体退職者

会に加盟した。

来
賓
・
祝
電

▽
来
賓
の
方
々

自
治
労
副
委
員
長澤

田

陽
子

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支

援
カ
ン
パ
は
、
自
治
退
の
多
大

な
ご
協
力
も
あ
り
、
５
億
円
を

越
え
延
べ
２
万
人
が
支
援
活
動

に
参
加
し
た
。「
ひ
と
り
ひ
と
り

の
力
」を
結
集
し
、が
ん
ば
る
。

退
職
者
連
合
会
長阿

部

保
吉

厚
生
労
働
省
の
税
制
改
正
要

望
に
「
年
金
受
給
者
の
税
負
担

の
検
討
」
を
盛
り
込
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
０４
年
小
泉
内
閣

の
改
悪
か
ら
一
歩
前
進
し
た
。

自
治
労
共
済
副
理
事
長

友
利

一
男

自
治
労
愛
知
県
本
部
委
員
長

浅
井

昇

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
�

広
域
法
人
部
部
長

園
田

正
剛

▽
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
衆
議
院
議
員

石
毛
�
子
／
桑
原
功
／
小
室

寿
明
／
齋
藤
勁
／
重
野
安
正
／

仙
谷
由
人
／
玉
置
公
良
／
仲
野

博
子
／
藤
田
一
枝
／
皆
吉
稲
生

／
森
本
哲
生
／
吉
泉
秀
男
／
吉

川
政
重
／
若
井
康
彦

・
参
議
院
議
員

相
原
久
美
子
／
江
崎
孝
／
武

内
則
男
／
又
市
征
治

新規加盟単会
単 会 名

平内町職員組合退職者の会
小金井市職員組合退職者会
寒川町職員労働組合退職者会
甲府市職員組合退職者会
大阪国保連退職者会
出雲市職員退職者会
美祢市職員労働組合退職者会
下関市職員労働組合退職者会
さぬき市職員退職者会

県本部
青 森
東 京
神奈川
山 梨
大 阪
島 根

山 口

香 川
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